様式１－１
認定経営革新等支援機関向け

 
令和3年12月17日
事業再構築補助金事務局御中


住　　所　　杉並区西荻北3-32-10　豊和ﾋﾞﾙ2階　
名　　称　　根来公認会計士事務所
代表者役職
代表者氏名　根来　成臣　　　　　　　　　　　


令和２年度第３次補正予算「中小企業等事業再構築促進事業」に係る
認定経営革新等支援機関による確認書
　　　　

	記
事業者名　：株式会社　ハンマーバード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業計画名：データ・ファクトに基づく相互理解と合意形成を実現する　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　コミュニケーション・調査サービス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




上記の事業計画の策定に協力を行い、内容は経済産業省が定める事業再構築指針に沿った取組であり、成果目標の達成が見込まれることを確認しました。



担当者名：　殿塚　和也　　　　　　　　　　　　　　
所属部署：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
電話番号：　03-3396-8703　　　　　　　　　　　　　
担当者メールアドレス：tonoduka@xqj.biglobe.ne.jp　

認定経営革新等支援機関ＩＤ番号
	1
	0
	5
	6
	1
	3
	0
	1
	1
	6
	0
	3



※代表者氏名欄に記入する氏名は、記載する認定経営革新等支援機関の内部規程等により判断してください。
※認定経営革新等支援機関ＩＤ番号については、公募要領12ページ「認定支援機関要件」も参照の上、認定経営革新等支援機関自らによって記載してください。なお、各経済産業局ホームページにＩＤ番号の記載がない場合は、認定を受けた各経済産業局にお問い合わせください。また、認定経営革新等支援機関の名称については、各経済産業局ホームページに記載されているものと一致させるようご留意ください。
※本確認書は、融資の確約を前提としたものではありません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





（１）事業再構築による成果目標の達成が見込まれると判断する理由
	事業再構築による成果が見込まれると判断する理由
	事業計画書に対する助言や改善提案を行った内容等があれば記載してください

	すでに地方自治体での『ポリネコ!』導入商談が人口約6万人規模の市で市長及び議会議長、副議長も含めて進み、議会でも可決され通り、2022年度からの採用が確実である。
また、既存マスメディアである新聞・テレビなどを読んでも視聴しても、社会に繋がる形で意思表示できない機能的限界を『ポリネコ!』は克服するサービスデザインとなっており、事業企画に想定されている有料会員（初年度1000人から5年後2500人）の獲得は確実であると見込まれる。
　さらに社会情勢としてDXへの対応、コロナの影響による非対面コミュニケーション、データやファクトに基づく政策形成（EBPM）の必要性は確実に高まるため『ポリネコ!』の活用は、国政、地方行政、そしてマスメディアからも期待される。加えて『ポリネコ!』は複数の特許知財に基づいており競争優位性が高い。以上の要因から本事業再構築の成果は確実に見込まれると判断する。
	売上高の計算について、過去の実績をもとに今後の見込みを詳しくシミュレーションしてもらうように、依頼しました。









※事業計画の客観的な評価がある場合（技術や手法等について、公的機関又はこれに準ずる機関等からの技術評価やビジネス評価を受けている場合、中小企業の新たな事業活動の促進に関する法律に基づく経営革新の承認を受けている場合等）には、その内容も含めて記載してください。


（２）支援計画
	支援計画（予定）

	

	会計士事務所の業務の中で、目標達成に向けて必要な施策を講じるために、現状の把握と目標数値への達成度合いの確認を年度や半期決算等を通じて行っていきます。








	

	

	

	

	



※認定経営革新等支援機関におかれましては、申請事業者が、補助事業を円滑に遂行できるよう、必要に応じて事業実施の支援をお願いいたします。すでに支援の計画がある場合は、その内容を記載してください。
※事業計画期間中、事務局が事業化状況報告書等の内容を基に、認定経営革新等支援機関の支援状況やフォローアップ状況等を調査し、その結果を公表する場合があります。
補助金額が3,000万円を超える事業計画は、別途「金融機関による確認書」が必要となります。
金融機関が認定経営革新等支援機関を兼ねる場合は、左のチェックボックスに✔を入れることで、「金融機関による確認書」の提出を省略することができます。
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